
 高校生のできる！を伸ばす指導計画作成



生徒用教師用

Web教材とセットで
お使いいただけます
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授業スタイルに合ったカリキュラムマネジメントが必要　

「みんなでプログラミング＝みんプロ」の活用を例に

生徒の現状の確認
● 将来的には小学校から学んで進学してくることになりますが、現状は 中学の習熟度に差があるまま高校

に入学します。

● 年度初めなど中学校の記憶があるうちに、コンピュータを使った授業やその内容の アンケートを採ってお
くとよいでしょう。

● 上記の結果が何をどこまでどのように教えるかの指針になります。どこに時間がかかりそうか、例題はど
うするのかを早い段階で決めておいた方がよいでしょう（プログラミングは２学期）。

※みんプロのCBTに入っているドリル問題は教科書レベルの知識を問う問題が多数収録されております。到達度チェック
としてもご活用ください。

※習熟度に差がある場合は、個々の生徒のペースで自由に実習を進めるほうが、その後の生徒自身の理解度や
授業に対する満足度へ影響し、主体的な学習へつながると考えられます。
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授業スタイルに合ったカリキュラムマネジメントが必要　

教え方の問題
● プログラミングが苦手だからといって、長いプログラムをひたすら入力させるような「写経」で時間をつぶさ

ないようにしましょう。プログラミングという行為やコンピュータそのものがイヤになってしまいます。

● 問題解決の考え方であるアルゴリズムを、プログラムを例示しながら説明するのは避けるべきです。ま
ず、図解等で理解させてからプログラムと対比 するようにしましょう。

あまりにも原理に忠実な正確な表記で教えると、非常に難解になります。バランスを取りながら
根底にある ICTの仕組みや用語の理解をさせるようにしましょう。一番集中して学習させたい２学期も、行
事が多数入り学習の接続は難しくなります。

入試対応まで考えると、どう計算しても時間が足りません。 本来は丁寧に分かりやすく説明
すべき場所である原理・基本の部分が最も時間を取るので、教科書や教材の図解などを使ってうまく乗り
切りたいところです。

※みんプロではコンピュータの基礎知識や探索・ソートのアルゴリズムについては、解説動画を用意しています。



授業スタイルに合ったカリキュラムマネジメントが必要　

３年間の見通し
● 教科「情報」は大学入試センターの共通テストに含まれる ことが決まりました。つまり、情報を何年時に置

くのか、選択科目である「情報Ⅱ」は置くのか置かないのか、どこに置くのかなど 教務的ロードマップも必
要です。

● 前出の通り４章のデータサイエンスにあたる部分では、他教科である数学の「数学Ⅰ」や「数学Ｂ」と連携
するのが望ましいとされています。学校全体で齟齬が出ないように調節する必要があります。

※みんプロのCBTは最後の仕上げとして、学年末テストとして共通テストを意識した問題を２セット準備しております。
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指導計画案　

時間数について
● みんプロでは多数のコンテンツを揃えておりますが、 限られた時間の中で全てお使いいただくことは難し

いと考えております。
そのため、教師用のコンテンツガイドに 選択する内容の目安を示しています。



指導計画案　

みんプロを活用した例

1章 情報社会の問題解決
2章 コミュニケーションと情報デザイン

教科書＋教材
②CBTのドリルを用いた確認＋章末テスト
（教科書内容の確認）

①中学までの既習内容アンケートを実施

3章 コンピュータとプログラミング

教科書＋教材
③みんプロを用いた動画の解説＋
　プログラミングの実習

④CBTのドリルを用いた確認＋章末テスト
（教科書内容の確認）

4章 情報通信ネットワークとデータの活用

教科書＋教材
⑤みんプロを用いた動画の解説

⑦結果帳票画面から、苦手な領域を確認
　⇒各章の復習へつなげる

学年末テストによる仕上げ

⑥CBTの学年末テスト（共通テストを意識）

⑥CBTのドリルを用いた確認＋章末テスト
（教科書内容の確認）




